
．問題の所在

現存する中国最古の棋譜については、囲碁史に関心を持つ人にとっては興味ある問題

であろう。然し、最古の棋譜の確定は容易ではない。

近年中国でも囲碁史への関心が高まり、 中国囲碁史 の刊行も散見されるが、最古

の棋譜について管見の限りでは正面から論じた文献は見当たらない。

中国最古の棋譜を選定する場合、棋譜を採録した最古の棋書とされている 忘憂清楽

集 ）を検策しなければならない。同書は北宋末に李逸民が編纂した棋書であり、 忘

憂清楽 の題名は徽宗の棋詩に拠っている。

同書が棋譜を採録した最古の棋書であることは定説であるが、 中国最古の棋譜 を

選定するに際し、同書に遺漏した棋譜の有無を検討することは、必須の課題である。

中国では歴代の正史等の史書に囲碁の記事が少なからず登場する。正史とは王朝別の

紀伝体の歴史書であり、清の乾隆年間（ ）に編纂された 四庫全書 は、 史

記 から 明史 までの の歴史書に正史という名称を付した。以後正史という呼称が

定着し、各王朝の公的歴史書と見做されるようになった。

囲碁に関する記事は、 の正史中で 遼史 を除く の正史に記載がある。この中で

棋書名が記載されたのは、 隋書 ）が最初である。 隋書 以降の歴代正史も概ねこれ

を踏襲している。

尚、正史に次ぐ歴史書にも囲碁の記事が多く登場する。一例を挙げれば、 漢紀 （後

漢 荀悦撰）． 後漢紀 （東晋 袁宏撰）にも囲碁記事がある。

そこで先ず、中国歴代の正史等の史書に記載されている棋書や囲碁記事を手掛りとし

て棋譜を見出すことに努める。

次に、 忘憂清楽集 中の棋譜を検討する。同書には三国呉の孫策 ）対呂範 ）の対局
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譜が記載されており、以下西晋から北宋までの棋譜が続くので、棋譜の選定は極めて容

易であると思われる。

然し、中国には後世の人が古棋譜を創作する事例が多く、古棋譜を単純に且つ軽々に

信用することにはリスクがあり、他の文献から真贋を総合判定する必要がある。

就中、碁盤の規格が漢代には 路盤であったものが、唐代には既に 路盤に変更され

ていたという史実がある。

そこで本稿では次の順序で最古の棋譜を求めることとする。

中国歴代の正史等に記載された棋書目録や囲碁記事から 忘憂清楽集 に遺漏した

棋譜を求める。

忘憂清楽集 所収の棋譜の中で唐以前の 局の内、対局者のはっきりしている 局

について、その信憑性を検討する。伝説に立脚した 爛柯図 については、時期が特

定されていないので別に検討する。

碁盤の規格が 路盤から 路盤に変更された時期を文献上から推定し、当該棋譜と

その時期の碁盤規格の整合性を調べる。

の検討で最古の棋譜が見出せない場合、唐代棋譜について、対局の時期、対

局者の実在性等を検討する。

爛柯図 について伝説が構成された時期を解明し、その上に立って棋譜の作成さ

れた時期を推定する。

以上の検討により、最古の棋譜を推定することが出来るものと考える。

．中国の正史等にみる棋書目録

中国の正史で王朝所蔵の図書目録を収録したものは 漢書 が最初であるが、以後の

正史はこれを欠いた。図書目録は 隋書 に至って復活したが、 旧五代史 新五代

史 遼史 金史 はこれを欠いている。

尚、棋書目録は 隋書 が初出であり、以後の正史は概ねこれを踏襲している。宋以

降は正史以外の史書にも棋書目録が登場してきた。

中国では 目録学 と称する学問がある ）。これは書籍の分類方法の研究から生まれ

たものであり、その起源は前漢の劉向の 七略 に遡る。宋代には目録学の専門書が刊



行され、これにも棋書目録が収録されるようになった。

本項の目的が最古の棋譜を求めることであるので、 隋書 から唐宋時代の史書に

絞って検索する。

隋書 巻 経籍志

碁勢十巻 沈敞撰．碁勢十巻 二巻成 王子沖撰．碁勢八巻．碁図勢十巻．碁九品序録

一巻 范汪等註．碁後九品序一巻 袁遵撰．囲碁品一巻 梁武帝撰．碁品序一巻 陸雲

撰．碁法一巻 梁武帝撰。

王子沖は北斉の第 代武成帝の王子高沖である。唐の張彦遠の 歴代名画記 巻 の北

斉画家楊子華の項に、 時有王子沖．善棋通神．号為二絶。 とあり、王子高沖が囲碁の

名手であったことが判る。

范汪は東晋の官僚．政治家で、好棋家であった。 晋書 巻 にその評伝があるが、

囲碁に関する記事はなく、囲碁については、 世説新語 方正第五 にある ）。

陸雲は梁の後期の官僚で好棋家として知られている。評伝は 梁書 巻 にある ）。

沈敞．袁遵については不詳である。

隋書 に記載された棋書は悉く煙滅して現存しない。但し、 敦煌石室本碁経 ）

の中に 碁法 と題する一篇があり著者名を欠くが、上記 碁法 一巻である可能性は

あるものの、推測の域を出ない。

旧唐書 巻 経籍志 ）

碁勢六巻．碁品五巻 范汪等註．囲碁後九品序録一巻．竹苑仙碁図一巻．碁評一巻

梁武帝撰。

碁評 一巻が 敦煌石室本碁経 の中にある 碁評要略 梁武帝と同一と考えられ

るが、他の棋書は亡逸している。尚、 敦煌石室本碁経 には棋譜はない。

新唐書 巻 芸文志 ）

范汪等註 碁品五巻．梁武帝 碁評一巻．碁勢六巻．囲碁後九品序録一巻．竹苑碁図一

巻．王積薪金谷園九局一図一巻．開元待詔韋 碁図一巻。

ここでは、玄宗朝の棋待詔韋 と王積薪の棋書が登場する。棋待詔は玄宗が創始した

制度で、その設置については北宋の司馬光の編年体史書 資治通鑑 に記事がある ）。
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棋待詔とは囲碁の名手を囲碁専門の侍従として翰林院に常駐させる制度である。韋

は開元年間（ ）、即ち玄宗朝前半の棋待詔であるが、その経歴等は不詳である。

王積薪は天宝年間（ ）、玄宗朝後半の棋待詔であり、いくつかの逸話も残ってい

る伝説的な強豪である。

新唐書 に記載された棋書の中では、梁武帝の 碁評 一巻を除いてすべて亡逸し

ている。

通志 巻 芸文略 第 ）

碁勢四巻 見隋書経籍志． 又七巻 湘東太守徐竃． 又十巻 王子沖撰．又十巻 沈約

撰．碁後九品序一巻 袁遵． 囲碁九品序五巻 范汪等撰． 囲碁勢二十九巻 晋趙王倫舎

人馬朗等撰． 建元永明碁品二巻 宋 恩 撰． 九品序録十一巻 范汪等撰． 天監

碁品一巻 梁 柳 ．梁武帝 碁評一巻． 梁武碁法一巻． 竹苑仙碁図一巻． 碁図一巻

韋 撰． 碁訣一巻． 囲碁品一巻 梁武撰． 碁要訣一巻． 碁経一巻． 金谷園九局図

一巻．唐開元中王積薪馮汪二人於太原 陳九言金谷第 碁為金谷園図． 金谷園九局譜

一巻 南唐 徐鉉撰． 鳳池図一巻 王積薪撰． 碁本一巻． 王延昭碁論一巻． 劉仲甫

忘憂集一巻． 角局図一巻． 応機子碁勢重元図一巻． 諸家精選新勢一巻． 太宗皇帝碁

図一巻． 国手綱各一巻． 囲碁故事一巻． 右 碁三十一部 九十三巻。

通志 は中国の神話時代から隋までの通史であるが、 芸文略 には隋以後の文献

も含まれ、特に棋書では唐以後のものも見られる。

収録された棋書は質量ともに正史を上回る。特に王積薪の 金谷園九局図 について

は、対局相手．対局場所や、その時期が開元年間と判明したことは成果である。但し、

通志 に収録されたこれだけの棋書が梁武帝の 碁評一巻 を除いて全く現存してい

ない。

尚、最近王積薪の 鳳池図 と題する棋譜が、中国の棋書に掲載されているが、その

信憑性については、後に論ずる。

宋史 巻 芸文志 芸文 ）

唐績 棊図五巻．金谷園九局譜一巻 王積薪等．棊訣三巻 棊勢図并図一巻 徐鉉．

棊図義例一巻．棊勢三巻． 楊希粲 四声角図一巻．又雙泉図一巻．玉渓図一巻． 元

吉等 棊勢三巻．太宗 棊図一巻．局譜一巻．韋 棊図一巻． 棊経一巻．棊経要略



一巻。

宋史 の編纂は元代であるので、唐以前の棋書．棋譜は 通志 編纂時より更に減

少している。北宋時代の徐鉉の 棊図義例 以外は残っていない。

崇文総目 巻 ）

棊訣一巻 通志略不著撰人．葛法棊経一巻 原釈 闕見天一閣鈔本．棊術要訣一巻

原釈 闕見天一閣鈔本． 按通志略作棊訣不著撰人． 棊経一巻 通志略宋志並不著撰

人 原釈 闕見天一閣鈔本．金谷園九局譜一巻 原釈 闕見天一閣鈔本． 按旧本九局

作九曲局 今據諸家書目校刪曲字通志略徐鉉撰宋志不著撰人．金谷園九局図一巻 王積

薪撰 原釈 闕天一閣鈔本． 按通志略王積薪馮汪撰．棊図義例 徐鉉撰．棊勢図一巻

按宋志棊勢論并図一巻不著撰人．棊勢一巻 按隋志棊勢四巻八巻並不著撰人又有沈

敝十巻王子沖十巻又隋唐志唐志並六巻宋志三巻亦不著名氏．棊図一巻 按通志略韋

撰宋志作韋 又有太宗棊図亦一巻。

崇文総目 は北宋の王堯臣等が編纂した目録学の専門書で、全 巻の大部なもので

あったが、南宋の鄭樵が 通志 を編纂した際その繁を嫌って削り、南宋末から世に出

なくなった。清になって朱彝尊が天一閣の蔵本から再現し、銭東垣が註を作成した。上

記の内容も までの史料を大きく越えるものではない。北宋時代の 棊訣 棊図

義例 以外は全て亡逸している。

以上 隋書 から 崇文目録 までの正史．通史．目録学の専門書等を検索し、唐以

前の棋書から最古の棋譜を見出す努力を試みた。この結果、これらの文献に記載された

棋書は殆どが亡逸して現存せず、その中から唐代や唐以前の棋譜を見出すことは不可能

であった。

三国時代から南北朝時代は囲碁の普及した時代であり、南朝宋の文帝や梁の武帝のよ

うな囲碁好きの皇帝もいて、正史中に囲碁の記事が比較的多い。

清の 元 の編纂した 歴朝 事輯略 ）は歴代の正史から囲碁に関する記事を抽

出した史料集であるが、これを見ても上記の事実が裏付けられる。

それにも拘わらず、唐以前の棋譜が全く伝承されていないのは何故か。この理由とし

ては、次の二つの事柄が考えられる。

第一は、後漢の蔡倫が発明した紙は南北朝時代では貴重品であり、囲碁の対局毎にそ

の棋譜を採録する慣習が確立されていなかったものと考えられる。
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南朝宋の元嘉年間（ ）は囲碁好きの文帝の治世であり、中国歴代の名手王抗

やこれに次ぐ強豪 思荘．夏赤松がいて、文帝の愛顧を受けていた。

南斉書 巻 蕭恵基伝 ）に次の記事がある。

当時能棊人琅邪王抗第一品．呉郡 思荘会稽夏赤松並第二品．赤松思速於大行．思荘

思遅於闘棊。宋文帝世．羊玄保為会稽太守．帝遣思荘入東與玄保戯．因製局図還於帝前

覆之。

羊玄保は南朝宋の高級官僚で 宋書 巻 羊玄保伝 ）によると棋力は第三品、

文帝の囲碁の相手をつとめているが、文帝より棋力が上であった。文帝は羊玄保の棋力

を知るため、 思荘を羊玄保の赴任先へ派遣し、両者の対局譜を作成させ御前で発表さ

せた。このような記事が正史に記載された事から、当時棋譜を採録する慣習が定着して

いなかったことが窺われる。

第二は、この時代は王朝の交替が多く、その都度多くの文物が煙滅したことが挙げら

れる。

． 忘憂清楽集 所収の唐以前の棋譜の検討

忘憂清楽集 上巻には 局の実戦譜が収録されている。その内訳は唐以前が 局、

唐代が 局、北宋が 局である。従って中国最古の棋譜は唐以前の 局の中にある可能

性が高いと考えられる。

ここではこの 局の中で伝説に拠った 爛柯図 を除く 局について、正史その他の

文献から対局に関する記述を検索し、その棋譜の信憑性を検討する。

孫策詔呂範 棊局面

孫策（ 年）は三国呉の孫権の兄であり、父孫堅の死後呉国の基礎を作った。

呂範は孫策の武将で孫策の死後弟孫権に仕え、呉の重臣となった。

三国時代の正史 三国志 呉書 は西晋の陳壽（ 年）の編纂によるが、簡潔

で正確な記述は評価が高い。陳壽の 三国志 本文には孫策対呂範の囲碁対局の記述は

ない。南朝宋の裴松之（ 年）は文帝の命を受け、多くの文献を引用して 三国

志 に註釈を加えた。引用文献の大半が亡逸しているので、裴松之の註は 裴註 と呼



ばれて尊重されている。 裴註 の中に東晋の虞溥の著わした 江表伝 があるが、こ

の中に孫策対呂範の囲碁対局の記事がある。然し、 江表伝 も亡逸している。 呉書

第 呂範伝 中の 江表伝 の孫策と呂範の対局記事を次に採録する。

策従容独與範棊．範曰．今将軍事業大．士衆日盛．範在遠聞．綱紀猶有不整者．範願

暫領都督．因論軍旅。

この棋譜は現在と同じ 路盤で記録されており、互先ながら対角線の星に黒白 個ず

つ石を置いた 事前置石制 である。現在とは逆に白先で打たれており、技倆の上の者

又は身分の高い方が黒を持ったと考えられる。

晋武帝詔王武子 棊局

西晋の武帝司馬炎（ 年） ）は三国魏の重臣司馬懿の孫、司馬昭の子である。

父の死後その爵位を継ぎ、 年三国魏を滅ぼし西晋を創立して初代皇帝となった。

年三国呉を滅ぼし、中国を統一した。王武子は本名王済、武帝の娘常山公主と結婚して

おり、武帝の娘婿にあたる。

武帝が囲碁の対局を行ったことは、 晋書 巻 杜預伝 に次の記述がある。

時帝與中書令張華囲棊而預表適至．華推 斂手曰．陛下聖明神武．朝野清晏．国富兵

強．号令如一．呉主荒淫驕虐．誅殺賢能．今討之司不労而定．帝乃許之。

西晋では呉の討伐をめぐって、重臣の間で主戦論．反対論が拮抗して武帝が決断出来

なかった。そこで主戦派の張華と杜預が提携し、武帝が張華との囲碁の対局の間に武帝

に決断させた。

武帝と王済の対局については、東晋の裴啓の著わした 語林 に次の記事がある ）。

王武子與武帝囲棊．孫皓看。王曰．孫帰命何以好剥人面．皓曰．見無礼于其君者．則

剥其皮。乃挙棊局．武子伸脚在局下．故譏之。

孫皓は三国呉の最後の君主で西晋の討伐を受けて降伏したが、残虐な君主として知ら

れていた。

唐以前の 局中で対局者のはっきりしている 局は、いずれも史実に核を持ってい

る。然し、史実のあることと棋譜の真偽は別の問題であるので、次に視点を変えて碁盤

規格変更の時期を考察する。
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． 路盤から 路盤へ移行した時期について

古代中国では碁盤が 路であったが、これを立証する文献は 文選 に収録された三

国呉の韋昭（ 年）の 博 論 に付された唐の李善（ 年）の註である。

博は六博、即ち中国古代の双六であり、 は囲碁である。六博については、寺田隆信氏

の研究がある ）。

呉の宮廷では博 、即ち双六と囲碁が流行したので、太子の孫和は韋昭に命じて博

に耽溺することの弊害を論ずる文章を作成させた。これが 博 論 であり、 三国志

呉書 第 韋昭伝には原文のまま収録されている。

世紀前半、梁の昭明太子蕭統は、周から梁までの作家百数十名の詩文約 編を集

めた 文選 全 巻を編纂した。 博 論 は 文選 に収録された。

文選 は梁以降隋唐にかけて大いに読まれ、かなりの人が註を付した。その註中、

資料の博捜で優れたものが唐の李善の註で、 博 論 の代表的な註の地位を占めた ）。

博 論 中の の説明で 枯棊三百 の句がある。李善はこれに 邯鄲淳芸経曰．

棊局縦横十七道．合二百八十九道．白黒棊子各一百五十枚。 と註を付した。枯棊は木

製の碁石と推測出来る。邯鄲淳は後漢から三国魏にかけての人物であり、文才をもって

知られた。邯鄲淳の文章は、清の厳可均の編纂した 全上古三代秦漢三国六朝文 中の

全三国文 巻 に 投壺賦 外 編の文章が収録されているものの、 芸経 は記載

されていない。

李善註は古代の 路盤の存在を記した貴重な史料であるが、 芸経 の李善註以外の

部分が遺されていないかを検策してみる。

明代の叢書 説郛 には邯鄲淳の 芸経 が収録されている ）。 然し、その内容は

棊道 と題して李善註がそのまま採録され、 棊品 と題して北宋の張擬の作成した

棊経十三篇 中の 品格篇 第 の文章がそのまま記載されている。又、邯鄲淳の

芸経 は清代の 玉函山房輯佚書 にも収録されているが、その内容は李善註の文章

である ）。

このようにみると、邯鄲淳の 芸経 は李善註にある文章を除いて唐代に既に亡佚し

たものと考えられる。

路盤の存在は 文選 の李善註を通じて知られており、北宋の沈括（ 年）

の 夢渓筆談 巻 技芸 ）．明の謝肇 （ 年）の 五雑組 巻 人事 ）で



は古代の 路盤を紹介している。更に清の銭大 （ 年）の 十駕斎養新録

巻 棊局 ）では 路盤に言及し、 忘憂清楽集 所収の 孫策対呂範 と 晋武帝対王

武子 の 局は 路盤であるので、後人の仮托と推論している。

我が国では正徳 年（ ）、寺島良安の著わした百科全書 和漢三才図会 巻 ）

で 五雑組 の 路盤の記事を紹介している。

路盤から 路盤への移行の時期を論じたのは、京都大学で中国の歴史地理を講じた

小川琢治（ 年）の論文 支那に於ける囲棋の起源と発達 が最初である ）。

小川は囲碁の起源を易と関係づける古来の伝承 ）と、邯鄲淳の 芸経 にある 路盤

の記事から原始碁盤は易と密接な関係のある 方 格 、即ち 路盤であったと推論

し、原始 路盤を 面合せて 路盤が成立したと考察した。この推論が立証されるため

には、原始 路盤の出土が待たれる。

小川は更に 路盤から 路盤への移行の時期を囲碁好きの梁の武帝の治世と推定し

た。

年 月、河北省望都県の漢墓から石製の 路碁盤と石榻が発掘された。

民間の企業経営者で囲碁の起源の研究者小松田良平（ 年）は、 囲碁クラブ

に望都県漢墓出土の 路石製碁盤についての研究結果を発表した ）。これによると、漢

墓の成立は 年になる。

年、中国は河北省安陽豫北紗歴にある隋の張盛の墓を発掘し、その記録を発表し

た ）。これによるとその墓から陶瓷製 路碁盤が発掘された。被埋葬者の埋葬が 年

になることも確認された。

この結果、考古学上の 路盤の下限は 年、 路盤の上限は 年となり、その間が

年間である。この間に囲碁好きの皇帝南朝宋の文帝が介在するので、碁盤規格変更

の時期を梁の武帝の治世と論断する小川説にはリスクがある。

そこで碁盤規格変更の時期を文献上で検討してみる。

元嘉 年（ ）、南朝宋の武帝の 男劉義康が袁皇后の死を悼み、民間の歌謡を集め

て 読曲歌 ）を編纂した。その一節に 方局十七道 の句がある。

これによって文献上の 路盤の下限は 年となる。

路盤の上限は、北周の甄鸞の 孫子算経 巻下 ）にある 今有棋局方一十九道

の句である。 孫子算経 の作成時は不明であるが、仮に北周最後の年としても上限は

年となり、変更の期間は 年に短縮出来る。

中国最古の棋譜



碁盤規格の変更は一個人に出来ることではなく、囲碁好きの皇帝が行ったと考えるの

が妥当であろう。 年に在位した囲碁好きの皇帝としては、南朝宋の文帝（在位

年）と梁の武帝（在位 年）の 人がいて、誰が碁盤規格の変更を行った

かは、両者の人物比較．在位中の環境等から総合判断する必要がある。

南朝宋の文帝は単なる囲碁好きであり、碁盤規格変更の可能性のある期間は晩年の

年に過ぎない。又、最晩年は骨肉の争いに悩まされ、皇太子に暗殺された。碁盤規格変

更の可能性は少ないと判断される。

梁の武帝は中国歴代の皇帝でも有数の博学多才で深く仏教を信仰しており ）、 梁

書 本紀第 に 六芸具閑．棋陞逸品 とあって ）囲碁の技倆も高く、 囲棊賦 ）．

碁評要略 の著作もある。 南史 巻 柳 伝に、 梁武帝好 棊．使 品定棊譜．登

者二百七十八人．第其優劣．為棊品三巻． 為第二焉。 とあり ）、武帝が柳 に命じ

て宮廷で碁を打つ廷臣 名の棋力を判定させ、現在でいう有段者名簿 巻を作成させ

たとある。棋力のランクは第一を最強者とした 段階制であり、判定者の柳 は自身を

第二に位置付けている。第一は空位か武帝を位置づけるかいずれかであろう。

このような状況から 路盤から 路盤への規格変更は梁の武帝によって行われたもの

と判断する。その時期は武帝の治世、即ち 世紀前半と考える。

従って、 忘憂清楽集 所収の 局の中で、対局者のはっきりしている 局は 路盤

であるべきである。然し、 路盤で作成されているので、この棋譜は清の銭大 が指摘

したように 路盤移行以後に作成された偽作と判断される。

．唐代 局の検討

賈玄図 唐待詔賈玄與楊希粲対局

この対局図を唐代の棋譜と判断することには、大きな問題がある。

忘憂清楽集解説 （講談社 年刊行）には 賈玄は唐の太宗の時の棋待詔．賜

緋。 との註がある。

この註は上記の副題を正しいものとの前提に立った錯誤である。前記の如く、棋待詔

は唐の玄宗が創始したことは 資治通鑑 の記述で明らかである。

唐代の棋待詔では、玄宗朝の韋 ．王積薪、順宗朝の王叔文、敬宗朝の王倚、宣宗朝



の顧師言．閻景實、僖宗朝の滑能が史書等に登場するが、賈玄という棋待詔は確認出来

ない。

一方、棋待詔の制度は北宋に継承される。北宋の太宗は自ら詰碁を作成する程の好棋

家であり、且つ棋力も強かったと考えられる。この太宗の囲碁の相手をしているのが棋

待詔賈玄である。この太宗と賈玄に関する記事は、 皇宋事宝類園 巻 ）、 湘山野

録 中巻 ）、 石林燕語 巻 ）や類書 事文類聚 前集 巻 にも収録されている。

従って、唐棋待詔とあるのは、原著の誤りであり、宋棋待詔が正しい。

明皇詔鄭観音 棊図

明皇とは唐の玄宗を謂う。玄宗は好棋家ではあるが、碁を打った史実を調べると 酉

陽雑爼 巻 ）及び 開元天宝遺事 ）には 子乱局 と題して、形勢不利な玄宗

に対して楊貴妃が子犬をけしかけて盤上の石を乱し、玄宗がその機智を喜んだとある。

この棋譜は白先であり、技倆の上の者又は身分の高い者が黒を持つとの慣行から当然

玄宗が黒である。

この棋譜は打掛けとはなっているが、実質的には黒必敗の形勢であって、玄宗がこの

ような対局の棋譜採録を許すとは到底考えられない。

更に、鄭観音とは如何なる人物か不明であり、この棋譜は偽作と考えられる。

金花椀図 待詔閻景實與顧師言争著蓋金花椀一隻．閻景實白先顧師言黒勝一路

この棋譜は宣宗朝（ 年）棋待詔同士の対局、謂わば当時の囲碁界の最高峰同

士の対局で、この棋譜を偽作とする積極的な理由はない。

．爛柯図の検討

中国の浙江省衢州市にある爛柯山は古名が信安山であり、爛柯伝説発祥の地である。

爛柯は雅趣ある囲碁の別名として、中国は謂う迄もなく、日本でも好棋家の間では広く

知られている。爛柯山に関する最近の研究書としては、 爛柯山志 がある ）。これに

よると爛柯伝説に関する最古の記事は、東晋の太寧年間（ ）に虞喜の著わした

志林 の次の文章である ）。

中国最古の棋譜



信安山有石室．王質入其室．見二童子方対棋。看之局未終．視其所執伐薪．斧已爛

朽．遽帰郷里已非矣。

これに次ぐ記事は、斉の臧栄緒の 晋書補遺 にある文章で、内容は簡略化されてい

る ）。

王質入山斫木．見二童囲棊。坐観之及起．斧柯已爛矣。

中国では類書という百科全書があり、囲碁に関する記事が纏めて収録されている。後

世の類書で爛柯伝説の起源として引用されているのは、梁の任 の 述異記 にある次

の文章である ）。

信安郡石室山．晋時王質伐木．至見童子數人棋而歌．質因聴之．童子以一物與質．如

棗核．質含之不覚飢餓．頃童子曰．何不去．質起視斧柯盡爛．既帰無復時人。

述異記 は 四庫全書 にも収録され、爛柯伝説を記載した古典として信じられて

来た。

近代に至り、魯迅（ 年）は 中国小説史略 で任 の 述異記 の存在を

否定し、 述異記 は本来斉の祖冲之の著作であるが、亡逸して遺文が残っているに過

ぎないと論じた。その上で現行の任 の 述異記 は唐宋人の作であると主張した ）。

魯迅は一方、 古小説鈎 を著わし、先秦から隋に至る間の散逸した小説 種につ

いて、諸書中に引用された断簡を集めて復元につとめた ）。

この中に祖冲之の 述異記 もあるが、爛柯伝説は含まれていない。

魯迅の両著は 唐宋伝奇集 小説旧聞鈔 とともに魯迅の 古小説研究著作四種

と称され、中国古小説研究の金字塔として尊重されている。

魯迅の任 の 述異記 を唐宋人の作とする主張は、 爛柯図 作成の時期を探るの

に大きな手掛りを与える。 爛柯図 が唐以前の棋譜であると考えれば、任 の 述異

記 に拠らなくても、虞喜の 志林 や臧栄緒の 晋書補遺 に拠って 爛柯図 を作

成することは可能である。

然し、唐以前では棋譜を採録する慣習が確立しておらず、今迄の検討でも 忘憂清楽

集 所収の 局は偽作であり、 局も残っていないので、 志林 や 晋書補遺 を見

て 爛柯図 を作成した可能性は極めて低い。

爛柯図 は 手で終了しており、 忘憂清楽集 所収の棋譜では最長の手順であっ

て、難解な手順も含まれている。

唐宋時代より技倆水準の低い時代に創作されたとは考え難い。



そこで任 の 述異記 が唐宋時代に作成されたとする魯迅の主張を手掛りに、 爛

柯図 が創作された時期を解明してみる。

因みに、唐代初頭の類書 芸文類聚 には 爛柯伝説 はない。

次いで刊行された 白孔六帖 は、唐の白居易の編纂したものに北宋の孔傳が追録し

たものである。これには爛柯伝説に類似した次の記事がある。

鞭爛鞍朽 異苑曰．有人乗馬山行．見洞裏二老翁樗 ．乃以馬策荘地観之．俄然馬鞭

爛馬鞍朽也。爛柯與爛鞭事相類樵人也。 ）

ここでは囲碁ではなく樗 が登場するが、内容は爛柯と同じ趣向である。

異苑 は南朝宋の劉敬叔の著した志怪小説（怪奇譚を集めたもの）である。尚、樗

は南北朝時代に流行した盤上遊戯で、六博を改良した双六の一種である。樗 につい

ては、渡部武氏と寺田隆信氏の研究がある。 ） ）

唐時代には爛柯伝説は知られていたものの、爛柯が囲碁の代名詞として使用される程

浸透していなかったと考えられる。

北宋の初頭に刊行された類書 太平御覧 巻 には、爛柯伝説として 晋書補遺

の記事がそのまま採録されている。

南宋時代には類書の刊行が盛んになり、潘自牧の 記纂淵海 ．祝穆の 事文類聚 ．

謝維新の 古今合璧事類備要前集 には、任 の 述異記 の文章が書名を付されて収

録されている。この類型は明代の類書に継承されている。

忘憂清楽集 には唐代の棋譜が 局あるのみで、北宋時代の棋譜が 局も収録され

ている。北宋時代に囲碁が一層普及し、棋譜採録の慣習が定着しつつあったと云えよ

う。同時に偽作も少なからず登場したと考えられる。

これにより、 爛柯図 を北宋時代の創作と判断する。

従って、 忘憂清楽集 の中では、唐代の 金花椀図 を最古の棋譜と考える。

．王積薪の 鳳池図 について

種の 鳳池図 の出現

積極的に中国の棋書を購入している中で、次の 種の棋書に収録された王積薪の 鳳

池図 に遭遇した。

中国最古の棋譜



古今囲棋名彙選 沈子丞編著 文物出版社 年 手数 黒勝

最佳古譜詳解 邱 ．陳新編著 人民体育出版社 年 手数 黒勝

については、初出が 年で、 年は再版である。

棋譜の出所について、 には江陰の王志賢の所蔵棋譜と記してあるが、 には記載が

ない。又、 と の 鳳池図 は全く別の棋譜であり、 と のいずれかが真作、他が

偽作か、 ともに偽作かのいずれかになる。

鳳池図 の真偽は最古の棋譜の判定に大きく影響する。 鳳池図 が真作の場合、

その作成時期が玄宗の治世（ 年）の後半になり、これが最古の棋譜となるから

である。

鳳池図 の伝承

鳳池図 の初出は南宋鄭樵の 通志 であり、唐代に作成されたものが南宋に伝承

されたことは明らかである。以後の伝承では 明史 芸文志 には記載がないもの

の、明代に成立した目録学の専門書 国史経籍志 ）には次のように伝承されてい

る。

斉高棋図二巻．囲棋九品序録五巻 范汪等．棋後九品序 一巻．囲棋勢二十九巻 晋 馬

朗．建元永明棋品二巻 宋 思荘．九品序録一巻 范汪．天監棋品一巻梁 柳 ．梁武棋

評一巻．梁武棋法一巻．竹苑仙棋図一巻．棋図一巻 韋 ．棋訣一巻．囲棋品一巻 梁

武．棋要訣一巻． 棋経一巻．金谷園九局図一巻 唐 王積薪．金谷園九局譜一巻 徐

鉉．鳳池図一巻 王積薪．棋本一巻．王延昭棋論一巻．劉仲甫忘憂集三巻．角局図一

巻．応機子棋勢重元図一巻．諸家精選新勢一巻．太宗皇帝棋図一巻．図手綱格一巻．囲

棋故事一巻．尹洙棋勢二巻。

ここで 鳳池図 が明代から清代、更には現代にまで伝承されているか否かを文献上

で検索した。その文献を次に挙げる。

正史系 清史稿 巻 芸文志 清史稿芸文志拾遺 下巻 年刊

全書系 四庫全書総目提要 巻 芸術類存目 続修四庫全書提要 第 冊

目録学系 絳雲樓書目 雑芸術部 鄭堂読書記 巻 千傾堂書目 巻

天一閣書目 子部 八千巻樓書目 巻 販書偶記 正編巻

続編巻

その他 前代 譜目録 清 元 囲棋古譜大全 上海古籍出版社



以上検索の結果、 の文献には 鳳池図 の記載はなく、 の 前代 譜目録

に記載はあるものの、 以上見通志 との註記があり、 通志 の記事を転写しただけ

で、 鳳池図 の現存を確認したものでないことは明らかである。

鳳池図 に関する近年の中国棋書の見解

中国では 年頃から囲碁史に関する文献の刊行が散見され、 年以降はかなり活

発に出版されるようになった。然し、本格的な 中国囲碁史 の刊行は必ずしも多くな

い。

種の 鳳池図 の中で、 古今囲棋名局彙選 所収の図は全く採りあげられていな

い。

最佳古譜詳解 所収の 鳳池図 については、積極的に真作が伝承されたとの見解

と、単に 通志 に 鳳池図 ありと紹介する態度に分かれる。

真作であると積極的に認める立場

イ． 囲棋史話 李松福 人民体育出版社 年

鳳池図 を王積薪創作の全局図で、盛唐時の高水準の棋譜と紹介し、不鮮明ながら

最佳古譜詳解 所収の 鳳池図 が記載されている。この棋譜は版本に収録され、右

の欄外に 第十七局 と記してあって、一連の著名な歴史的古棋譜の収録が推定出来

る。但し、この棋譜を収録した棋書名．編著者．刊行時期等は全く記載されていない。

ロ． 中国囲棋史 張如安 団結出版社 年

鳳池図 は現存する王積薪の唯一の対局譜で、 手黒勝ちと記している。

通志 に 鳳池図 ありとの紹介的な立場

イ． 中国囲棋史 指定教材教師用 蔡中民．劉善承他 中国統計出版社 年

鳳池図 については、 鄭樵 通志 有 鳳池図 一巻．王積薪撰。 と記してあ

る。

ロ． 中国囲棋史 劉善承 成都時代出版社 年

イと全く同文が記載されている。

ここで 種の 鳳池図 の真偽を検討してみる。

第一に 鳳池図 の初出は南宋時代の 通志 であるが、 通志 に収録された棋書

の大半が明代まで継承されたであろうか。 通志 の転写の部分が多いのではないかと

の疑問がある。

中国最古の棋譜



現在の中国の棋書には 鄭樵 通志 有 鳳池図 一巻 とあり、 焦 国史経籍

志 有 鳳池図 一巻 とはなっていない。

第二に明代の棋書目録にあったものの、清代には全く姿を見せなかった 鳳池図

が、 世紀中葉から末にかけて 種も登場したことは、唐突且つ不自然であり、その信

憑性に疑いを持つ。

第三に中国では史実に拠った棋譜の偽作や創作は、 爛柯図 のように珍しくない。

このような状況から、 種の 鳳池図 はいずれも偽作であると考える。

．結語

以上の検討の結果、中国最古の棋譜は 忘憂清楽集 上巻に収録された唐宣宗朝の

金花椀図 であると判断する。

棋待詔同志の対局で、長手順 目差の勝負は棋譜の内容からも名局と評価され、北宋

時代まで伝承されたのであろう。

ここまでの考察の過程で、いくつかの偽作に逢着した。

このような偽作はどのような経緯で登場したのであろうか。

囲碁は唐代に琴棋書画として士大夫、即ち知識階級の習得すべき技芸としての地位を

占めた。

北宋時代になると囲碁の本質．構造についての関心が深まり、囲碁論が多く作成さ

れ、その内容も多角的になった。代表的な著作は張擬の 棊経 であり ）、囲碁の本

質．戦術等基本的な問題が体系的に論ぜられている。

この結果、囲碁は単なる盤上遊戯ではなく、易や天文．陰陽五行等の哲学に立脚して

おり、戦略や治国の提要にも通ずる一つの文化と認識されるようになった。

これにより、囲碁は士大夫の間に社交手段として一層普及し、技倆水準も向上して棋

譜の採録が定着した。

同時に歴史上の記述を主題とした棋譜の創作が行われるようになったと考えられる。

創作者としては偽作という認識が希薄で、戯作、更には囲碁を素材とした知的遊戯と

いう感覚であったと推測する。

後世の棋書の編纂者が、残された棋譜の真偽を確認せずに収録したため、偽作が多く



記載されたと考える。

唐代に作成され、少なくとも南宋時代までは伝承された王積薪の 金谷園九局図

鳳池図 が亡逸したことは、誠に遺憾である。

〔註〕
） 忘憂清楽集 全 巻 北宋 李逸民 古逸叢書三編之一 中華書局 年 據北京図書館南宋刻

本原大影印 忘憂清楽集解説 呉清源外 講談社 年 忘憂清楽集 中国 林 勉復校 中国

囲棋古譜大系 上海文化出版社 年

） 隋書 巻 経籍志 唐 長孫無忌 二十五史 中国古籍出版社 年

） 三国志 呉書 第 孫策伝 西晋 陳壽 南朝宋 裴松之註 二十五史 邦訳 三国志

呉書 第 孫策伝 小南一郎訳 筑摩書房 年

） 三国志 呉書 第 呂範伝 西晋 陳壽 南朝宋 裴松之註 二十五史 邦訳 三国志 呉

書 第 呂範伝 小南一郎訳 筑摩書房 年

） 支那目録学 内藤虎次郎 内藤湖南全集 第 巻 筑摩書房 年

） 世説新語 方正第五 南朝宋 劉義慶 梁 劉孝標註 叢書集成第 冊 邦訳 世説新語 中

目加田 誠 新釈漢文大系 明治書院 年

） 梁書 巻 陸雲公伝 唐 姚思廉．魏徴 二十五史

） 敦煌石室本碁経 原本 大英図書館 影印本 東洋文庫外 敦煌碁経箋証 中国 成恩元 蜀

蓉棋芸出版社 年 構成．碁経 編（初編は題字と初 行欠）．碁病法 碁法 梁武帝碁評要略

） 旧唐書 巻 経籍志 五代後晋 劉 二十五史

） 新唐書 巻 芸文志 北宋 欧陽修 二十五史

） 資治通鑑 巻 唐紀 北宋 司馬光 活字本 資治通鑑 下冊 国学基本叢書 台湾文化

図書公司 年 玄宗至道大聖人大明皇帝 下之下 十三載 上即位．始置翰林院。密邇禁廷。

延文章之士．下至僧道書画琴棊數術之士．皆處之。謂之待詔。

） 通志 巻 芸文略 第 南宋 鄭樵 四庫全書 上海古籍出版社

） 宋史 巻 芸文志 芸文 元 托克托 二十五史

） 崇文総目 巻 北宋 王堯臣等 四庫全書

） 歴朝 事輯略 清 元 潜斎集譜初編 中国歴代囲棋棋譜 北京図書館出版社

年 歴朝 事輯略 訳註 森 収軒 棋道 年 月 年 月号

） 南斉書 巻 蕭恵基伝 梁 蕭子顯 二十五史

斉（ 年）は南朝宋を継承した王朝であるが、両朝間の政権交代は禅譲によるものであり、両

朝に仕えた廷臣も少なくない。斉の正史は、 世紀後半北朝に成立した北斉の正史 北斉書 と区別

するため 南斉書 と名付けられている。 南斉書 には南朝宋時代の記述が混在するので、注意を

要する。

） 宋書 巻 羊玄保伝 梁 沈約 二十五史

） 晋書 巻 武帝紀 唐 房玄齢．李延壽 二十五史

） 語林 東晋 裴啓 玉函山房輯佚書 第 冊 清 馬国翰編

） 古代中国の遊戯と賭博 上下 寺田隆信 月刊百科 年 月 平凡社

） 六臣註文選 梁 昭明太子蕭統撰 唐 李善．呂延済．劉良．劉銑．呂尚．李周翰 註 四庫全書

文選 （文章編）小尾郊一 全釈漢文大系 集英社 年

） 芸経 三国魏 邯鄲淳 重較説郛第 元 陶宗儀編 明 陶 重校 説郛三種（八）上海古籍

出版社 年

） 芸経 三国魏 邯鄲淳 玉函山房輯佚書 第 冊 前掲書

中国最古の棋譜



） 夢渓筆談 巻 北宋 沈括 津逮秘書第 集 邦訳 夢渓筆談 梅原 郁訳註 東洋文

庫 平凡社 年

） 五雑組 巻 人事部 明 謝肇 筆記小説大観 編 邦訳 五雑組 岩城秀夫訳註

東洋文庫 平凡社 年

） 十駕斎養新録 巻 棊局 清 銭大 潜研堂全書第 冊

） 和漢三才図会 下 寺島良安 翻刻本 東京美術 年 和漢三才図会 島田勇雄 竹島

淳夫 樋口元巳訳註 東洋文庫 平凡社 年

） 支那に於ける囲棋の起源と発達 小川琢治 支那学 第 巻第 号．第 巻第 号 弘文堂書房

年 月． 年 月

）後漢時代には囲碁の本質に関する論考がはじめて作成され、その作品には班固の 旨 ．馬融の

囲棊賦 ．李尤の 囲棊銘 等がある。 旨 には 棊有白黒．陰陽分也。 の句があり、 囲棊

銘 には 局為憲矩．棊法陰陽．道為経緯。 の句がある。

後漢時代は儒教が国教となり、その基本文献が整理され、詳細な註釈書が作成された。 易経 は

五経 の一つとして尊重されており、 陰陽 はその根幹となっている。易の卦は 個であり、古

代の 路盤は外周の交点（石の置ける点）も で一致する。後漢時代の字書 説文解字 では、囲碁

を意味する語は である。漢字を発音別に分類したものとしては 四声百六韻 があり、易と が

入声陌韻 となっていることも両者の関係を示唆する。

北宋時代になると後漢時代に次いで幾つかの囲碁論が登場するが、内容はより精緻となっている。

この間に碁盤は 路から 路となり、外周の交点も から となっているが、 礼記 月令第六及び

呂氏春秋 十二紀にある歳時記中の 候に比定している。

明の嘉靖 年（ ）に林應龍の作成した 適情録 には易との関連についての囲碁論が収録され

ている。同書の第 巻には、 五音諧律呂局 五行協歴紀局 等の 図が掲載されている。 適情

録 は小川が最晩年に入手したが、小川の子息貝塚茂樹は 年原本を提供し、刊行委員会が発足し

て 適情録 全 巻を翻刻し、解説書 巻を付して組本社から刊行した。第 巻は中国人の易の研究

家景嘉が解説している。明の萬暦 年（ ）、汪廷訥が著わした 坐隠先生訂譜全集 土巻では、

易辨 で両者の関係が論ぜられている。

） 中国最古の棋盤について 小松田良平 囲碁クラブ 年 月

） 安陽隋張盛墓発掘記 中国 考古研究所安陽発掘隊 考古 年 期 考古編集部 科学出

版社

） 讀曲歌 南朝宋 劉義康編 楽府詩集 巻 北宋 郭茂倩 四部叢刊 初編 集部 據汲古閣

本景印 民国 張元済編 上海商務印書館 年 囲棋文化詩詞選 中国 蔡中民選註 蜀蓉

棋芸出版社 年

） 孫子算経 巻下 北周 甄鸞 知不足斎叢書第 集

） 梁の武帝 森 三樹三郎 サ ラ叢書 平楽堂書店 年

） 梁書 本紀第 武帝下 前掲書

） 全梁文 巻 全上古三代秦漢三国六朝文 清 厳可均 台湾 世界書院

） 南史 巻 柳 伝 唐 李延壽 二十五史

） 皇宋事宝類苑 巻 南宋 江少虞

） 湘山野録 中巻 北宋 釈文塋 学津討原第 集

） 石林燕語 巻 南宋 葉夢得 四庫全書

） 酉陽雑俎 巻 唐 段成式 四庫全書 邦訳 酉陽雑俎 今村与志雄 訳註 東洋文庫

平凡社 年

） 開元天宝遺事 五代後唐 王仁祐 四庫全書

） 爛柯山志 爛柯山志編纂領導小組編 浙江人民出版社 年

） 志林 東晋 虞喜 重較説郛 第 説郛三種（五）

） 晋書補遺 斉 臧栄緒 廣雅局叢書晋書輯本

） 述異記 梁 任 四庫全書

） 中国小説史略 魯迅 中島長文訳註 東洋文庫 平凡社 年



） 古小説鈎 魯迅校録 斉魯書社 年

） 白孔六帖 巻 博棊 唐 白居易．北宋 孔傳 四庫全書

） 中国古代の盤上遊戯 渡部武 月刊百科 年 月 平凡社

） 樗蒲考 上下 寺田隆信 月刊百科 年 月． 月 平凡社

） 国史経籍志 巻 下 明 焦 粤雅堂叢書初編第 集

） 棊経 北宋 張擬 重較説郛 第 説郛三種（八）守山閣叢書 棊経 は 孫子 に準じて

篇で構成されているので、別名 棊経十三篇 とも云われ、後世の版本では多くの註記がなされて、

バイブル視されている。

近年、 棊経 の多くの異本を比較考証したものとして、次の著作がある。

棋経十三篇校注 中国 李毓珍 蜀蓉棋芸出版社 年

北宋時代に成立した主な囲碁論は、次の通りである。

囲棋義例銓釋 北宋 徐鉉 重較説郛 第 説郛三種（八）

棋序 北宋 宋白 宋文鑑 巻 南宋 呂祖謙

説 北宋 韋譲 韋先生集 巻 叢書集成続編

棊経訣 北宋 黄庭堅 黄文節公別集 巻

棊訣 北宋 劉仲甫 重較説郛 第 説郛三種（八）

観棊大吟 観棊長吟 北宋 邵雍 伊川撃壌集 巻 巻

中国最古の棋譜



収録棋譜

．中国最古の棋譜 金花椀図

待詔閻景實與顧師書．争著蓋金椀一隻．

閻景實白先．顧師言勝一路．各一百二十二路．



．参考棋譜 孫策詔呂範 棊局面
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．参考棋譜 晋武帝詔王武子 棊局面



．参考棋譜 爛柯図
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．参考棋譜 賈玄図



．参考棋譜 明皇詔鄭観音 棊局面
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．参考棋譜 鳳池図 （傳 王積薪）



．参考棋譜 鳳池図 （傳 王積薪）
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